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貧困のサインをめぐる保育者の語り：
サインの相互関係を示す概念図の提案
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Child Caregivers’ Narratives about Signs of Poverty:
Suggestion of a Diagram Showing Correlations Among Signs
UMEZAKI Takayuki, GAO Xiangshan, YAMAGIWA Yuichiro and AOYAGI Hajime
Abstract: Child poverty is a serious problem in Japan. From the perspective of education, economic compen-
sation for individuals in the early stage of life is considered highly effective. Moreover, nursery schools in-
volved with children in that period and their families are expected to function as welfare service providers.
On the other hand, there are differences in the recognition of this problem among nursery schools and re-
gions. Therefore, it would be desirable to share a common perspective so that signs of poverty in children
and families would not be overlooked. Interviews were conducted in 15 nursery schools that had been posi-
tively dealing with problems related to poverty, and factors to be recognized as important for providing ef-
fective support were examined. Interviews identified 23 items as signs made by children and their parents,
including ten items that had been indicated in previous studies. These items were organized in a conceptual
diagram showing correlations between them. This diagram was considered useful for understanding the total-
ity of the problem and for attending to each child, compared to the checklist that was first indented to de-
velop. Based on the diagram, support that should be provided by nursery schools to compensate for disad-
vantages in the early stage of life can be discussed.



























































































FIM と FSM 家庭の経済状況が子どもの発達を阻害
するプロセスは，2つのモデルで把握できるとされる
（たとえば Duncan & Brooks-Gunn, 1997; Huston &
Figure 1 各新聞データベースにおける年度ごとの「貧困
AND 保育」の検索語数の推移
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Bentley, 2010など）。一つは Family Investment Model
（FIM）であり，家庭による教育や文化的体験に対す
る投資の低さが子どもの成長の機会を奪うモデルを指






となっている。この FIM と FSM のモデルを援用し
た研究はこれまで主にアメリカが主導してきたが，近
年ヨーロッパでも，同モデルを用いた検討が見られる

















られる。たとえば Bierman, Welsh, Heinrichs, Nix, &
Mathis.（2015）による家庭訪問（アウト・リーチ）に
よって養育機能の回復を支援する実践や，Meins, Cen-




































2017年 3月から 4月と，2017年 9月であり，関西地







た。この結果，夜間保育所 2（関西 1，九州 1）園と，


















































園呼称 地域 公立・私立 特徴 先生呼称 役職 保育歴（注）





b 関西 私立 キリスト教 C 園長 25
c 関西 私立 D 園長（元公立園長） 40
d 関西 私立 E 園長 30
e 関西 公立 F 園長 30





g 関西 私立 I 園長 30
h 関西 私立 J 園長 －
i 関西 私立 キリスト教 K 園長 23
j 関西 公立 L 元所長 38
k 関西 公立 M 元所長 40
l 九州 私立 N 園長 8
m 関西 私立 夜間 O 元園長 42
n 九州 私立 仏教 P 園長 －
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ってふさわしい対象群であることが確認された。





































なと（c 園 D 先生）





















































































ので（b 園 C 先生）
評価 1 忘れ物もあったんですけどやっぱり親の，親
の対応だったですよね。（性格的なもの？）そうそう
そうそう（l 園 N 先生）
保護者のサイン第 5位 持ち物に記名がない（2.64ポ
イント）
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て思いましたもん。（親の発達障がい？）そうそうそ









ら，やっぱりそれはサインやと思いますわ（j 園 L 先
生）



















りとかね（c 園 D 先生）





















































が，多いです（a 園 A 先生）
評価 1 大きい音や人の出入り，これはあんまり気が



















護者ですね（k 園 M 先生）
（2）食事の質と量 ジュースみたいなん，朝一回だけ




貧困やからそうなるんじゃない（再掲）（m 園 O 先
生）
発達障がい 2 それはね貧困というより，お母さん




















頭髪ですね（j 園 L 先生）
（3）未洗浄の食器 1 衣類の洗濯よりも気になったの
は，食器の洗浄だったので，スプーンもフォークもお








































































大事ですね（g 園 I 先生）










































てくるんですよね（再掲）（g 園 I 先生）
子どもに聞く（3） 子どもの方からときどき，「朝ご
飯食べてないねん」とか，「怒られて叩かれた」とか，
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ですよね（e 園 F 先生）
（2）保育士の増加 保育の人員配置は（子どもの）年
齢ではなく，地域性があると思うので，うちの地域だ































たとえば先述したように m 園 O 先生からは，加え
るべき他のサインとして子どもの自己表現のなさが挙


























ね（e 園 F 先生）
甲南女子大学研究紀要第 54号 人間科学編（2018年 2月）５４
（2）話さない場合もある 2 （ ）にいたときは，
途中話さなくなりました。（親を）かばってるんです















































食事の質と量の問題については，すでに m 園 O 先































































































として，neglect 系と abuse 系の，2つの不適切な行動
Figure 3 貧困のサインの相互関係図（囲みは保護者のサイン，白抜きは子どものサイン）
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